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【
第
百
五
十
二
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

横
綱
、
大
関
の
直
接
対
決
で
優
勝
が
争
わ

れ
る
理
想
的
な
形
で
迎
え
た
十
日
目
と
千
秋

楽
が
１
１
月
１
４
日
に
開
催
さ
れ
、
大
関
佐

賀
ノ
海
が
横
綱
若
ノ
嶋
と
の
同
部
屋
の
優
勝

決
定
戦
を
制
し
て
１
０
勝
１
敗
で
２
回
目
の

優
勝
を
飾
っ
た
。

九
日
目
を
終
え
て
、
大
関
春
ノ
翔
が
９
連

勝
と
す
る
と
と
も
に
自
身
の
連
勝
記
録
を
２

２
に
伸
ば
し
、
優
勝
争
い
の
単
独
ト
ッ
プ
に

立
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
横

綱
若
ノ
嶋
と
大
関
佐
賀
ノ

海
が
１
敗
で
追
う
展
開
で

十
日
目
に
春
ノ
翔
と
佐
賀

ノ
海
戦
が
、
千
秋
楽
に
若

ノ
嶋
と
春
ノ
翔
と
い
う
直

接
対
決
の
取
り
組
み
が
組

ま
れ
て
迎
え
た
十
日
目
。

春
ノ
翔
、
若
ノ
嶋
、
佐

賀
ノ
海
の
他
に
２
敗
の
前

頭
の
超
刃
に
も
優
勝
の
可

能
性
が
あ
っ
た
が
、
超
刃

が
関
脇
千
代
鈴
と
の
対
戦

で
敗
れ
、
こ
の
時
点
で
優

勝
争
い
は
上
位
３
人
に
絞

ら
れ
た
。

ま
ず
土
俵
に
上
が
っ
た

の
は
春
ノ
翔
と
佐
賀
ノ
海

。
こ
れ
ま
で
の
対
戦
成
績

で
は
春
ノ
翔
の
４
勝
３
敗

。
残
り
２
日
は
春
ノ
翔
に

と
っ
て
優
勝
と
連
勝
記
録

、
そ
し
て
横
綱
昇
進
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
紙
相
撲
人

生
で
最
も
大
事
な
相
撲
と
な
る
だ
け
に
、
師
匠
の
桐

壺
親
方
は
所
用
が
あ
っ
た
も
の
の
「
愛
弟
子
の
大
事

な
場
所
な
の
で
こ
の
目
で
見
届
け
た
い
！
」
と
早
々

に
済
ま
せ
て
駆
け
つ
け
た
。

三
賞
は
殊
勲
賞
に
出
羽
翼
（
初
）
、
敢
闘
賞

に
剛
勇
山
（
初
）
と
超
刃
（
３
回
目
）
、
技
能

賞
に
千
代
鈴
（
２
回
目
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
千
秋
楽
の
打
ち
出
し
後
に
臨
時
理

事
会
が
招
集
さ
れ
て
、
満
場
一
致
で
大
関
春

ノ
翔
の
横
綱
昇
進
が
決
ま
っ
た
。
春
ノ
翔
は

今
場
所
は
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
た
が
、
先

場
所
に
全
勝
優
勝
し
、
直
近
５
場
所
の
成
績

が
４
５
勝
１
０
敗
（
勝
率
０
．
８
１
８
）
で

全
勝
優
勝
１
回
、
準
優
勝

２
回
、
２
２
連
勝
を
記
録

す
る
な
ど
抜
群
の
安
定
し

た
成
績
を
上
げ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
の
横
綱

推
挙
と
な
っ
た
。
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↑３５場所、１３年ぶりの同部屋一騎打ちとなった優勝決定戦は、横綱の

悲願をよそに佐賀海が１２７回の鬼ヶ嶽以来の新大関優勝を飾った。

千代鈴○(寄り切り)●超 刃

↑千秋楽、結びの一番は１敗同士の横綱対決。稀に見る

大熱戦の末、若ノ嶋が渾身の寄りでまるで優勝したよ

うな騒ぎに。その後の決定戦では…


